
  令和８年７月８日 
市政記者各位 

福祉局ユマニチュード推進課 
 
 

「国境なきユマニチュード国際会議」 福岡市で開催！ 

福岡市は、人生 100 年時代の到来を見据え、誰もが心身ともに健康で自分らしく活躍できる

社会を目指す「福岡 100」を平成 29 年から産学官民オール福岡で推進しています。 

この「福岡 100」の一つとして、認知症になっても住み慣れた地域で安心して自分らしく暮ら

せるまちを目指して、平成３０年度より認知症コミュニケーション・ケア技法「ユマニチュード®」

の普及を推進しています。 

このたび、ユマニチュードの国際会議を福岡市において開催する運びとなりましたので、広報

および当日の取材にご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

開催概要 

テーマ 
すべての人により良いケアを 

～誰もが安心して暮らせる人生 100 年時代の実現に向けた挑戦～ 

開催日 2026 年 10 月 18 日（日）・19 日（月） 

会場 福岡国際会議場５階  

主催 
国境なきユマニチュード推進本部 

（福岡市・日本ユマニチュード学会・SAS ユマニチュード） 

大会長 福岡市長 高島宗一郎 

参加予定数 1 日４００名 （2 日間延べ 800 名） 

参加費 8,000 円 ※福岡市内の介護・医療機関に勤務されている方は６，０００円 

主な 

プログラム 

【講演予定者】 

・ ユマニチュード考案者であるイヴ・ジネスト氏 

・ ASEAN における高齢化対応と施策開発の拠点「ACAI」長官 

ソムサック・アクシリップ氏 

・ コロンビアの高齢者福祉に取り組む民間非営利団体 

「アルベイロ・ヴァルガスと守護天使財団」アルベイロ・ヴァルガス氏 

・ 九州大学大学院医学研究院教授 二宮利治氏 

・ 福岡市長 高島宗一郎    他 

【シンポジウム】 

・ グローバルに広がるユマニチュード 

・ ユマニチュード認証制度とは 

・ アジアの高齢社会に対応する地域政策の取組みと展望 

・ 高齢者ケアの革新とアジアにおける先進的実践の共有 

・ 認知症の現在地を読み解く   他 
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■ 市民向けの講演会など無料イベントを予定!   

９月 29 日（火） 

ご自身の介護体験をもとに、多くの人々に認知症や介護との 

向き合い方を伝えてこられた作家・エッセイストの阿川佐和子さん 

による記念講演会   

10 月 16 日（金）  

ユマニチュード考案者のロゼット・マレスコッティさんの講演や、 

映画「急に具合が悪くなる」プロデューサー松田広子さんなどが参加される 

公開シンポジウム 

 

 

 

 

 

■ 国際会議と同時開催 

日本ユマニチュード学会学術集会 福岡大会  

（日本ユマニチュード学会主催、福岡市共催）  

【開催日】 令和８年 10 月 17 日（土）  

【会 場】 福岡国際会議場 2 階  

【テーマ】 実践と科学で示すユマニチュード～多様な連携が支えるケアの進化～ 

【参加者】 350 名（予定） 【参加費】 有料 

 

国境なきユマニチュード憲章について 

ユマニチュードに取り組んでいる８団体が、国境を越えてユマニチュードの 

普及に協力しあうことを表明したもので、令和５年１１月に各団体の代表が 

フランス モンルージュで署名した。 

福岡市は自治体で唯一署名し、このことをきっかけとして、 

「国境なきユマニチュード国際会議」を福岡市で開催することとなった。 

 

 
 

 

 

 【問い合わせ先】  

福岡市福祉局ユマニチュード推進部ユマニチュード推進課 担当 古藤、北村  

TEL 092-707-3188      FAX 092-733-5587 

 
国際会議公式ホームページ 

https://www.congre.co.jp/humanitude2026/index.html 

ロゼット・マレスコッティさん 

イヴ・ジネストさんとともに 

ユマニチュードを考案。 

欧州を中心にユマニチュ

ードの普及に努める。 

 

 

松田広子さん 

映画美学校立ち上げに関わった

あと、オフィス・シロウズにてプロ

デューサーとして主に長編映画

の企画・制作を手がける。 
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